
42020.5 広報あそ  2020.5 広報あそ  

献
穀
事
業
と
は
？

　
毎
年
11
月
23
日
、
天
皇
陛
下
が
執
り

行
わ
れ
る
新
嘗
祭（
新
穀
を
皇
祖
と
神
々

に
供
え
、
自
身
も
食
さ
れ
る
収
穫
に
対

す
る
感
謝
の
祭
り
）
と
い
う
宮
中
の
重

要
な
行
事
へ
お
供
え
す
る
米
と
粟
が
、

全
国
の
都
道
府
県
の
農
家
代
表
か
ら
奉

献
さ
れ
る
行
事
の
こ
と
で
す
。
こ
の
行

事
は
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
収
穫
へ
の

感
謝
の
ほ
か
、
農
業
に
伴
う
民
俗
芸
能

や
文
化
財
の
保
護
育
成
、
農
業
の
大
切

さ
を
広
く
認
識
し
て
も
ら
う
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
、
熊
本
県
か
ら
は
阿
蘇

市
の
斎
田
で
育
て
た
米
・
粟
を
奉
献
し

ま
す
。

　
４
月
12
日
に
は
清き
よ
は
ら
い
さ
い

祓
祭
・
播は
し
ゅ
さ
い

種
祭
と

し
て
、
斎
田
の
お
祓
い
と
種
ま
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
５
月
10
日
に
御
田
植
祭

が
行
わ
れ
、
今
後
、
11
月
23
日
の
新
嘗

祭
に
向
け
て
一
連
の
神
事

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

献穀事業はじまる
山
田
地
区
の
水
掛
棚
田
で
清き

よ
は
ら
い
さ
い

祓
祭
・
播は

し
ゅ
さ
い

種
祭

献
穀
者
の
ご
紹
介

　

令
和
２
年
度
の
献
穀
の
米
・
粟
は
、

山
田
の
大
田
黒
元
𠮷
・
祥
子
さ
ん
夫

妻
に
よ
り
栽
培
さ
れ
ま
す
。
夫
妻
は

「
先
祖
代
々
米
を
栽
培
し
て
き
た
こ
の

地
か
ら
献
上
で
き
る
の
は
大
変
名
誉

な
こ
と
。
一
方
で
、
責
任
も
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
55
年
の
米
作
り
の
集

大
成
と
し
て
取
り
組
み
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　献
穀
斎
田
の
ご
紹
介

　
献
穀
斎
田
は
、
山
田
地
区
に
あ
る

水
掛
棚
田
で
す
。
近
く
の
乙
川
湧
水

群
は
毎
分
20
ト
ン
以
上
の
湧
水
で
10

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
水
田
を
潤
し
て

い
ま
す
。

乙川湧水群が献穀
田を潤しています

播種祭にて神前で献穀米の種をまく献穀者の大田黒さん夫妻（左）と佐藤市長（中）、JA 阿蘇原山組合長（右）
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動 画
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阿
蘇
で
初
め
て
の
快
挙
！

　
日
本
穀
物
検
定
協
会
の
２
０
１
９
年
産

米
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
J
A
阿
蘇
稲

作
部
会
の
阿
蘇
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
阿
蘇
の

お
米
と
し
て
初
め
て
最
高
の
特
A
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
、
原
山
組
合
長
と
中
西
洋
介

稲
作
部
会
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
特
A
獲
得

を
佐
藤
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
原
山
組
合

長
は
「
永
年
作
ら
れ
て
い
る
コ
シ
ヒ
カ
リ

で
特
A
ラ
ン
ク
を
獲
得
す
る
こ
と
は
大
変

難
し
い
こ
と
。熱
意
と
努
力
の
結
晶
で
あ
る
。

今
回
の
特
A
獲
得
は
阿
蘇
の
お
米
の
販
売

の
促
進
に
寄
与
し
、
生
産
者
に
と
っ
て
も
生

産
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
う
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

阿蘇コシヒカリ特 A

特A獲得を報告した原山組合長（左）と中西部会長


